
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、
基
本

構
想
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
本
年

度
中
に
今
後
４
回
程
度
の
会
議
を

予
定
し
て
お
り
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
催
す
る
な
ど
市
民
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
、
来
年
２
月
に
は

基
本
計
画
（
素
案
）
を
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
生
活
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
先
般

開
催
し
た
地
域
公
共
交
通
会
議
で

の
意
見
や
感
想
を
受
け
、「
瀬
戸

内
市
生
活
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計

画（
牛
窓
地
域
計
画
）」に
つ
い
て
、

さ
ら
に
内
容
の
検
討
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
丁
寧
な
説
明
を
続
け
な
が

ら
、
結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
他
地
域
に
つ
い

て
も
、
地
域
に
あ
っ
た
交
通
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
「
瀬
戸
内
市
ご
み
30
％
減
量
作

戦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」で
は
、

古
紙
の
分
別
回
収
（
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
回
収
）
を
定
期
的
に
実
施
し
て

い
く
検
討
が
な
さ
れ
、
現
在
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
教
育
検
討
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、
特
別
支
援

教
育
の
充
実
と
学
力
向
上
を
図
る

た
め
、
８
月
に
職
員
を
対
象
と
し

て
保
幼
小
連
携
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
合
わ
せ
て
子
育
て
や
発

達
障
害
な
ど
の
相
談
窓
口
と
し
て

子
育
て
相
談
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練

　

９
月
４
日
に
実
施
す
る
「
瀬
戸

内
市
総
合
防
災
訓
練
」
は
、
東
日

本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
今
回
初
め

て
津
波
に
よ
る
被
害
も
想
定
し
、

岡
山
県
、
倉
敷
市
、
備
前
市
と
の

合
同
に
よ
る
広
域
的
な
訓
練
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
総
合
防
災
訓
練
は
台
風
第
12
号
の
影

　

響
に
よ
り
中
止
し
ま
し
た
。

福
島
県
富
岡
町
災
害
対
策
本
部

へ
の
支
援

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第

一
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
、
警

戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
福
島

県
富
岡
町
は
、
郡
山
市
の
産
業
交

流
館
「
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
」
内
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

市
か
ら
は
、
６
月
末
か
ら
８
月

末
ま
で
に
、職
員
16
名
を
派
遣
し
、

一
時
帰
宅
者
の
連
絡
調
整
な
ど
の

業
務
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

富
岡
町
か
ら
は
震
災
以
後
、
不

眠
不
休
で
業
務
を
行
っ
て
き
た
職

員
の
健
康
面
の
負
担
軽
減
が
図
れ

た
と
非
常
に
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
支
援
の
要
請
が
あ
れ

ば
、
積
極
的
に
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

定
住
化
の
促
進

　

本
年
度
の
分
譲
宅
地
の
販
売
目

標
は
19
件
で
す
。
こ
の
目
標
達
成

に
向
け
て
、
住
宅
情
報
誌
へ
の
掲

載
や
、
大
阪
定
住
相
談
デ
ス
ク
に

出
展
す
る
な
ど
宣
伝
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
８
月
15
日
現
在
、
オ

リ
ー
ブ
団
地
牛
窓
で
９
件
の
契
約

が
成
立
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
震

災
の
影
響
も
あ
っ
て
関
東
方
面
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
も
多
い
こ
と
か

ら
、
今
後
は
、
関
東
方
面
で
の
宣

伝
活
動
も
推
進
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
平
成

21
年
度
か
ら
の
総
務
省
事
業
と
し

て
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の

進
行
が
著
し
い
地
方
に
お
い
て
、

三
大
都
市
圏
お
よ
び
政
令
指
定
都

　
は
じ
め
に

　　

今
年
の
夏
は
こ
と
の
ほ
か
暑

く
、
熱
中
症
な
ど
で
病
院
へ
搬
送

さ
れ
る
人
も
多
く
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
面
で
の
心
配
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
は
節
電
の
呼

び
か
け
が
な
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
に
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
会
で
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
が
成

立
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
政
策
転
換
を
契
機
と
と
ら
え
、

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い

て
議
論
を
深
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
市
の
魅
力
を
高
め
、
将

来
世
代
へ
の
貢
献
を
図
る
た
め
の

体
制
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
状
況

　　
「
新
図
書
館
整
備
検
討
プ
ロ

　

会
場
は
牛
窓
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
、
海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
や
海
上
保
安
部
の
船
舶
に
よ

る
山
間
孤
立
地
区
や
孤
立
し
た
島

し
ょ
部
地
区
の
市
民
を
救
出
す
る

訓
練
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
21
日
に
は
今
城
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
後
も
各
地
域
で
の

防
災
訓
練
な
ど
の
実
施
を
予
定
し

て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
市
民
の
防

災
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
自

主
防
災
組
織
も
育
成
し
て
い
き
た

市
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
力
の
維

持
・
強
化
お
よ
び
地
域
の
活
性
化

や
定
住
促
進
を
図
る
た
め
に
創
設

さ
れ
た
事
業
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
事
業
を
活
用
し

て
１
人
の
隊
員
を
公
募
し
、
地
場

農
水
産
物
を
活
用
し
た
加
工
品
の

開
発
や
空
き
家
再
生
活
動
な
ど
に

従
事
し
て
も
ら
う
予
定
に
し
て
い

ま
す
。

錦
海
塩
田
跡
地
活
用
の
推
進

　

第
１
回
目
の
「
錦
海
塩
田
跡
地

活
用
検
討
委
員
会
」
を
９
月
５
日

に
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
様
々
な
方
向
か
ら

知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
跡
地

の
有
効
活
用
の
方
向
性
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

環
境
配
慮
型
社
会
（
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
構
想
研
究
会

　

岡
山
モ
デ
ル
の
「
ス
マ
ー
ト

タ
ウ
ン
社
会
」
の
構
築
を
目
指

す
、
県
と
の
意
見
交
換
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
太
陽
光
発

電
や
小
水
力
発
電
な
ど
の
新
エ
ネ
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平
成
23
年
９
月
定
例
議
会
が
９
月
１
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

本
紙
で
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
や
、
蓄
電
機

能
も
有
す
る
電
気
自
動
車
の
活
用

を
図
る
な
ど
、
地
域
内
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
効
率
を
上
げ
る
シ
ス
テ

ム
の
社
会
実
証
を
進
め
る
も
の
で

す
。

　

市
で
は
、（
仮
称
）
環
境
配
慮

型
社
会
（
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
）
構
想
研
究
会
の
設
置
に
向

け
て
、
県
と
協
議
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
を
検

討
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

決
算
状
況
と
今
後

　
昨
年
度
の
決
算
状
況
は
、
歳
入
面

で
地
方
交
付
税
お
よ
び
地
方
交
付

税
の
振
替
財
源
で
あ
る
臨
時
財
政

対
策
債
が
増
額
と
な
り
、
残
余
分
を

基
金
へ
積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
財
政
健
全
化
に
向

け
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て

き
た
取
り
組
み
の
成
果
に
よ
り
、
財

政
の
硬
直
化
を
示
す
経
常
収
支
比

率
を
は
じ
め
、
財
政
健
全
化
判
断
比

率
で
あ
る
実
質
公
債
費
比
率
や
将

来
負
担
比
率
の
い
ず
れ
の
数
値
も
前

年
度
よ
り
も
好
転
し
て
い
ま
す
。

販売が進むオリーブ団地牛窓

危険な場所の情報交換も行った防災訓練

用
語
の
解
説

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別

措
置
法

　

太
陽
光
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
を
用
い
て
発
電
さ
れ

た
電
気
を
電
気
事
業
者
が
買
い

取
る
こ
と
を
義
務
付
け
、
そ
の

買
取
費
用
に
充
て
る
た
め
各
電

気
事
業
者
が
使
用
電
力
量
に
比

例
し
た
賦
課
金
の
支
払
を
請
求

す
る
こ
と
を
認
め
る
法
律
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　

市
政
運
営
上
、
特
に
重
要
で

戦
略
的
か
つ
組
織
横
断
的
な
検

討
が
必
要
な
案
件
に
つ
い
て
検

討
を
行
う
組
織
。

新
図
書
館

　

市
内
図
書
館
・
図
書
室
に
お

け
る
蔵
書
数
、
閲
覧
場
所
、
司

書
の
数
な
ど
の
不
十
分
な
状
況

を
改
善
す
る
た
め
に
市
内
に
建

設
を
検
討
し
て
い
る
新
し
い
図

書
館
。

生
活
交
通
シ
ス
テ
ム

　

交
通
空
白
地
域
や
い
わ
ゆ
る

交
通
弱
者
な
ど
の
移
動
を
支
援

す
る
た
め
の
仕
組
み
。

オ
リ
ー
ブ
団
地
牛
窓

　

市
が
販
売
す
る
牛
窓
町
長
浜

地
内
の
分
譲
宅
地
。
住
宅
を
建

て
、
定
住
し
た
人
に
分
譲
価
格

の
30
％
を
交
付
す
る
補
助
金
制

度
が
あ
る
。

錦
海
塩
田
跡
地

　

所
有
し
て
い
た
企
業
の
経
営

破
綻
に
よ
り
排
水
ポ
ン
プ
な
ど

の
管
理
が
困
難
に
な
り
、
周
辺

住
宅
な
ど
へ
の
浸
水
被
害
が
心

配
さ
れ
た
た
め
、
市
が
買
い
取
っ

た
約
５
０
０
㌶
の
土
地
。

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
自

然
現
象
か
ら
取
り
出
す
こ
と
が

で
き
、
何
度
利
用
し
て
も
再
生

可
能
な
枯
渇
し
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
。
具
体
的
に
は
、
太

陽
光
、
風
力
、
生
物
資
源
、
地
熱
、

水
力
、
空
気
熱
な
ど
）
を
住
宅

や
ビ
ル
、
交
通
、
生
活
習
慣
な

ど
一
連
の
社
会
基
盤
に
お
い
て
、

効
率
的
に
活
用
す
る
社
会
。

　

ス
マ
ー
ト
と
は
「
賢
い
」
と

い
う
意
味
。



　

し
か
し
、
合
併
特
例
債
の
借
入

期
限
と
な
る
平
成
26
年
度
末
ま
で

に
取
り
組
ん
で
お
く
べ
き
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
多
く
、
ま
た
地
方

交
付
税
の
合
併
特
例
措
置
終
了
後

の
財
政
運
営
を
維
持
す
る
た
め
、

今
後
は
ま
す
ま
す
事
業
の
取
捨
選

択
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
本
年
度
も

中
期
財
政
見
通
し
を
立
て
ま
す
。

ご
み
30
％
減
量
作
戦

　

３
年
間
で
30
％
の
減
量
を
目
標

と
し
て
掲
げ
て
い
る
、
ご
み
減
量

作
戦
の
取
り
組
み
で
す
が
、
２
年

目
に
入
っ
た
今
年
度
７
月
末
日
現

在
の
減
量
率
は
１・
７
％
と
な
っ

て
お
り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

減
量
率
が
停
滞
し
て
い
る
大
き

な
要
因
と
し
て
「
ざ
つ
紙
」
の
分

別
回
収
・
資
源
化
が
市
民
の
間
で

ま
だ
十
分
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

各
自
治
会
に
あ
る
「
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
活
用
し
た
古
紙

回
収
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
予
定
で
は
、
開
始
時
期
を
今
年

11
月
と
設
定
し
、
毎
月
１
回
の
回

収
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
細
な

内
容
が
決
ま
っ
た
段
階
で
、
市
民

説
明
会
な
ど
を
開
催
し
、
周
知
と

協
力
依
頼
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業

　
７
月
末
日
現
在
、
市
に
お
い
て

は
高
齢
化
率
が
28・
２
％
で
あ
り
、

単
身
高
齢
者
お
よ
び
高
齢
者
の
み

の
世
帯
も
、
全
世
帯
数
の
30
％
と

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
や
支
援
が

必
要
な
高
齢
者
な
ど
を
互
助
、
共

助
の
仕
組
み
に
よ
り
地
域
で
支
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
の
災
害
時
要
援
護

者
登
録
制
度
の
実
施
に
加
え
、
災

害
時
に
限
ら
ず
、
社
会
的
弱
者
に

対
す
る
平
常
時
の
見
守
り
支
援
に

も
繋
げ
る
た
め
の
地
域
支
え
合
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
的
と

し
て
、「
地
域
支
え
合
い
体
制
づ

く
り
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
再
生
計
画
の
策
定

　

県
道
瀬
西
大
寺
線
お
よ
び
県
道

箕
輪
尾
張
線
の
沿
線
に
、
商
業
施

設
の
建
設
が
次
々
と
進
ん
で
お

り
、
一
層
の
交
通
渋
滞
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

　

バ
イ
パ
ス
道
路
と
し
て
、
市
道

南
北
線
を
南
に
延
長
し
、
岡
山
ブ

ル
ー
ラ
イ
ン
の
瀬
戸
内
イ
ン
タ
ー

へ
接
続
す
る
道
路
の
整
備
を
地
域

再
生
計
画
を
策
定
し
て
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
道
亀
ヶ
原
線
に
つ
い

て
も
併
せ
て
地
域
再
生
計
画
で
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

企
業
誘
致
に
伴
う
企
業
団
地
の

造
成

　

市
道
南
北
線
を
有
効
活
用
し
、

市
の
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
に

も
、
沿
線
へ
の
企
業
誘
致
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
前
か
ら
長
船
町
宮
下
地
区
に

お
い
て
は
、
市
道
南
北
線
沿
線
へ

の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
強
い
要
望

が
あ
る
た
め
、
宮
下
地
内
の
約
３

㌶
の
土
地
を
造
成
し
、
企
業
立
地

を
計
画
的
に
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
豆
田
工
業
団
地
な
ど

へ
の
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め

る
た
め
に
は
、
企
業
団
地
の
造
成

を
円
滑
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
瀬

戸
内
市
企
業
団
地
造
成
事
業
の
特

別
会
計
を
新
た
に
設
け
て
、
造
成

事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

新
病
院
の
建
設

　

新
病
院
建
設
の
予
定
地
に
つ
い

て
は
、県
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

新
し
い
場
所
も
含
め
、
数
カ
所
の

候
補
地
で
様
々
な
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

優
良
農
地
の
保
全
管
理
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し
、
現
在
の
市
民

病
院
の
西
側
に
建
設
す
る
方
向
で

調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
病
院
付
近
に
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
事
務
所
が
あ
り
、
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
も
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
医

療
福
祉
ゾ
ー
ン
と
し
て
一
体
的
な

整
備
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
候
補
地
の
農
業
振
興
地

域
か
ら
の
解
除
申
請
に
向
け
、
地

権
者
と
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

上
半
期
の
火
災
・
救
急
概
況

　

火
災
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
１

月
か
ら
７
月
末
日
ま
で
の
火
災
件

数
は
６
件
で
、
前
年
同
期
よ
り
３

件
減
少
し
て
い
ま
す
。
火
災
種
別

は
、
建
物
火
災
１
件
、
林
野
火
災

４
件
、そ
の
他
の
火
災
１
件
で
す
。

　

救
急
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
火

災
と
同
期
に
お
け
る
出
動
件
数
は

８
８
６
件
で
あ
り
、
前
年
同
期
よ

り
42
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
の
搬
送
状
況
に
つ
い
て

は
、
５
月
30
日
か
ら
７
月
31
日
ま

で
で
、19
人
を
搬
送
し
て
い
ま
す
。

前
年
同
期
の
搬
送
は
９
人
で
あ
っ

た
た
め
、
２
倍
と
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
年
齢
区
分
で
は
、
少

年
が
２
人
、
成
人
が
６
人
、
高
齢

者
が
11
人
と
高
齢
者
の
搬
送
割
合

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
消

防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
救
急
法

な
ど
の
講
習
会
に
お
い
て
予
防
方

法
や
応
急
手
当
て
に
つ
い
て
の
指

導
を
行
い
、
注
意
を
呼
び
か
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

消
防
総
合
計
画
の
見
直
し

　

市
で
は
、
消
防
組
合
当
時
か
ら

消
防
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
業
務

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
既
に

作
成
後
10
年
を
経
過
し
た
こ
と
に

加
え
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と

し
て
見
直
し
の
必
要
が
急
務
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
年
度
中
に
消
防
総
合
計
画
を

見
直
し
、
来
年
度
か
ら
は
こ
の
計

画
に
基
づ
い
て
消
防
行
政
の
推
進

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
力
・
学
習
状
況
調
査

　

市
で
は
、
独
自
の
学
力
・
学
習

状
況
調
査
を
、
小
学
校
４
年
生
・

５
年
生
と
中
学
校
２
年
生
を
対
象

に
４
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
各
学
校
で
「
改
善
プ
ラ

ン
」
を
作
成
し
て
授
業
改
善
を
図

る
と
と
も
に
、
一
人
一
人
の
児
童

生
徒
に
応
じ
た
指
導
の
工
夫
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
初
め
て
「
夏
休

み
子
ど
も
寺
子
屋
教
室
」
を
８
月

25
日
と
26
日
の
２
日
間
、
中
央
公

民
館
を
会
場
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
学
習
意
欲
の
向
上
と

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
生
の
発

掘
を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
り
、

将
来
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
生

に
よ
る
定
期
的
な「
寺
子
屋
教
室
」

の
開
催
を
目
指
し
ま
す
。

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
特
別
展

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

刀
剣
文
化
に
対
す
る
若
い
世
代
の

理
解
を
促
進
す
る
た
め
、
ア
ニ
メ

や
ゲ
ー
ム
で
人
気
の
『
戦
国
Ｂ
Ａ

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
に
注
目
し
、
７
月
23

日
か
ら
９
月
４
日
ま
で
、
特
別
展

『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
Ｈ
Ｅ
Ｒ

Ｏ
武
器
・
武
具
列
伝
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

※
８
月
28
日
に
は
１
日
の
入
場
者
数
と
し

　

て
は
過
去
最
多
と
な
る
１
、４
１
５
人

　

が
入
場
し
、
特
別
展
期
間
中
の
総
入

　

場
者
数
は
、２
１
、１
１
２
人
で
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
１

　
５
月
25
日
（
水
）
に
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
２
０
１
１
」
が
開
催
さ

れ
、
市
と
し
て
今
回
初
め
て
参
加

し
ま
し
た
。
最
終
の
参
加
人
数
は

１
６
、９
６
７
人
で
、
参
加
率
は

目
標
と
し
て
い
た
40
％
を
上
回
り

43
・
２
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
き
っ
か
け

と
し
て
、運
動
習
慣
が
身
に
つ
き
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
社
会

体
育
施
設
や
地
域
公
民
館
・
公
会

堂
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
の
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
に

つ
な
が
る
行
事
や
教
室
な
ど
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

箱、封筒、トイレットペーパーの芯などのざつ紙

合
併
特
例
債

　

合
併
後
10
年
間
に
限
っ
て
借

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
市
債
。

　

対
象
事
業
費
の
95
％
ま
で
の

借
り
入
れ
が
可
能
で
、
将
来
の

元
利
償
還
金
の
70
％
は
、
普
通

交
付
税
の
算
定
の
積
算
基
礎
に

算
入
さ
れ
る
。

ご
み
30
％
減
量
作
戦

　

岡
山
市
に
一
部
を
委
託
し
て

い
る
可
燃
ご
み
の
焼
却
処
理
に

つ
い
て
、
市
内
で
処
理
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
進
め
て
い
る
ご

み
減
量
の
取
り
組
み
。

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り

事
業

　

災
害
時
た
す
け
あ
い
台
帳
や

地
図
の
作
成
、
災
害
時
要
援
護

者
の
登
録
の
働
き
か
け
、
地
域

で
孤
立
し
て
い
る
人
の
支
え
合

い
の
仕
組
み
作
り
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
行
う
地
域
の
支
え
合

い
の
仕
組
み
作
り
の
側
面
支
援

な
ど
を
行
う
事
業
。

災
害
時
要
援
護
者

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
や
災

害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
自

力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
で
支

援
が
必
要
な
人
。

地
域
再
生
計
画

　

地
域
が
行
う
地
域
再
生
の
た

め
の
自
主
的
・
自
立
的
な
政
策

を
ま
と
め
た
計
画
。
計
画
が
国

に
認
定
さ
れ
れ
ば
、
交
付
金
な

ど
の
支
援
措
置
が
得
ら
れ
る
。

市
道
南
北
線

　

３
月
30
日
に
開
通
し
た
長
船

町
土
師
地
内
の
県
道
飯
井
宿
線

か
ら
邑
久
町
尾
張
地
内
の
県
道

瀬
西
大
寺
線
を
結
ぶ
約
４
・
４
キ

ロ
㍍
の
２
車
線
道
路
。

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

障
害
者
な
ど
の
相
談
に
応
じ

必
要
な
助
言
な
ど
を
行
い
、
ま

た
、
創
作
的
・
生
産
活
動
の
機

会
を
提
供
し
、
社
会
と
の
交
流

を
促
進
す
る
こ
と
で
障
害
者
な

ど
の
地
域
生
活
支
援
の
促
進
を

図
る
施
設
。
名
称
は
ス
マ
イ
ル
。

農
業
振
興
地
域

　

自
然
的
・
経
済
的
社
会
条
件

を
考
慮
し
て
、
一
体
と
し
て
農

業
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　

15
分
以
上
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

を
し
た
住
民
の
参
加
率
を
競
う

催
し
。

新しいスポーツも体験できたチャレンジデー



瀬戸内タウンミーティングを
開催します

　市民の皆さんとの意見交換の場として、今年も瀬戸内
タウンミーティングを開催します。
　今回のテーマは、「地域資源を活かした地域活性化につ
いて」です。市民の皆さんと協働で、誰もが住み続けた
いまちづくりを進めるためのご意見をお寄せください。
　多数のご参加をお待ちしています。

▽内容
　・地域活性化事例や市民活動を支援する制度の紹介
　・市民の皆さんと市長との意見交換

▽日程・対象地区　下表のとおり

▽時間　午後７～９時

▽対象者　瀬戸内市民
■問い合わせ先
　政策調整課　☎０８６９-２２ - １１１３

行政についての
相談に応じます

　

総
務
省
岡
山
行
政
評
価
事
務

所
で
は
、
行
政
相
談
と
し
て
、

国
な
ど
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情

や
要
望
、
そ
の
他
分
か
ら
な
い

こ
と
に
つ
い
て
、
年
間
を
通
じ

て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
相
談
の
内
容
は
道
路
、
河
川
、
年

金
、
雇
用
、
労
災
保
険
、
福
祉
、
窓

口
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
国
な
ど
が
行

う
仕
事
に
関
す
る
こ
と
で
、
ど
ん
な

小
さ
い
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

　お気軽にご相談ください

　

10
月
の
予
定
は
次
の
と
お
り

で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。　

▽
日
時
・
場
所

　

・
10
月
13
日
（
木
）
午
前
10
時

　

〜
正
午　

瀬
戸
内
市
役
所

　

・
10
月
19
日
（
水
）
午
前
10
時

　

〜
正
午　

牛
窓
町
公
民
館　

※
総
務
省
で
は
、10
月
17
日
（
月
）

　

〜
23
日
（
日
）
を
行
政
相
談
週

　

間
と
定
め
、
全
国
一
斉
に
相
談

　

を
中
心
と
し
た
各
種
行
事
を
実

　

施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
２

　

総
務
省
岡
山
行
政
評
価
事
務
所

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

１
１
０
０

 

「
法
の
日
」
週
間
行
事

 

無
料
法
律
・
人
権
相
談
な
ど　

　

10
月
１
日
は
法
の
日
で
す
。
裁

 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
「
オ
リ
ー
ブ
会
」

 

会
員
を
募
集
し
ま
す　国民年金には、経済的な理由などで

保険料を納めることが困難な場合に

は、申請により保険料の全額または一

部が免除される「申請免除制度」や障

害基礎年金を受けている人などが該当

する「法定免除制度」があります。

　また、20 歳代の若年層を対象とし

て保険料の納付が猶予される「若年者

納付猶予制度」や学生の人を対象とし

た「学生納付特例制度」もあります。

　これらの保険料免除や納付猶予など

を受けた期間については、年金を受け

取るために必要な受給資格期間に算入

されますが、年金額は保険料を全額納

付した場合より少なくなります。

　このため、これらの期間は 10 年以

内（例えば、平成 23 年４月分は平成

33 年４月末まで）であれば、あとか

ら保険料を納付すること（追納）がで

きるようになっており、将来の年金額

を増額するためにも、追納することを

おすすめします。

　なお、保険料の免除や納付猶予など

の承認を受けた年度から起算して、３

年度目以降に保険料を追納する場合

は、当時の保険料額に経過期間に応じ

た加算額が上乗せされます。

■問い合わせ先

　岡山東年金事務所　

　 ☎０８６ - ２７０ - ７９２８

判
所
な
ど
で
は
、10
月
１
日
（
土
）

〜
７
日
（
金
）
を
「
法
の
日
」
週

間
と
し
、
無
料
法
律
・
人
権
相
談

を
行
い
ま
す
。申
込
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
の

見
学
、
裁
判
の
傍
聴
、
検
察
庁
庁
舎

の
見
学
も
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る

人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
法
律
・
人
権
相
談
日
時

　

10
月
６
日
（
木
）
午
前
９
時
30

分
〜
午
前
11
時
30
分

▽
場
所

　

岡
山
弁
護
士
会
館
２
階

　
（
岡
山
市
北
区
南
方
１-

８-

29
）

被
災
し
た
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
り

災
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

浸
水
な
ど
の
被
害
に
関
す
る
証

明
が
必
要
な
人
は
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
、
郵
送
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
申
請
受
付
窓
口　

地
域
安
全
推

　

進
室
、
各
支
所
、
出
張
所

▽
持
参
す
る
も
の　

印
鑑（
認
印
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
安
全
推
進
室

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
０
４

■
問
い
合
わ
せ
先

　

・
無
料
法
律
・
人
権
相
談
、
法
廷
の

　

見
学
、
裁
判
の
傍
聴
に
つ
い
て

　

岡
山
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

　

☎
０
８
６-

２
２
２-

６
７
７
１

　

・
検
察
庁
庁
舎
の
見
学
に
つ
い
て

　

岡
山
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

　

☎
０
８
６-

２
２
４-

５
８
６
７

 

台
風
な
ど
で
被
災
し
た
皆
さ
ん
へ

 

り
災
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

　　

市
で
は
、
９
月
３
日
に
岡
山
県

に
上
陸
し
た
台
風
第
12
号
な
ど
で

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

　

FAX
０
８
６
９-

３
４-

３
４
３
８

　

HP http://www.city.setouchi.lg.jp/ ~museum/

 

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

 

子
育
て
ふ
れ
あ
い
交
流
会

　

瀬
戸
内
市
愛
育
委
員
会
と
瀬
戸

内
市
栄
養
委
員
会
の
主
催
で
、
子

ど
も
と
楽
し
く
触
れ
合
い
、
母
親

同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

兄
弟
姉
妹
で
の
参
加
も
歓
迎
で

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

11
月
29
日
（
火
）
午
前

　

９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▽
会
場　

邑
久
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　

ン
タ
ー（
中
央
公
民
館
南
東
側
）

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

み
ん
な
の
広
場

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

▽
募
集
人
数
（
先
着
順
）

　

・
０
歳
児
（
４
カ
月
〜
）
親
子
15
組

　

・
１
歳
〜
未
就
学
児
親
子
15
組

▽
内
容　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講

　

座
、
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど

▽
参
加
費　

無
料　
　
　
　
　
　

▽
申
込
期
限　

10
月
17
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
１

 

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

 

ス
マ
イ
ル
ま
つ
り

　

障
害
の
あ
る
人
た
ち
と
地
域
の

人
た
ち
の
交
流
を
目
的
に
、
第
７

回
ス
マ
イ
ル
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
５
日
（
土
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
２
時

▽
場
所　

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

▽
内
容　

模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
、
演

　

芸
、
バ
ザ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　

邑
久
町
山
田
庄
８
８
０-

１　

　
（
市
民
病
院
東
）

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０

開催日 会場 地区

10
月

18 日（火） 牛窓町公民館 牛窓地区
20 日（木） 長船町公民館美和分館 美和地区
24 日（月） 瀬戸内市役所 邑久地区
26 日（水） ゆめトピア長船 国府地区
28 日（金） ゆめトピア長船 行幸地区
31 日（月） 福田コミュニティセンター 福田地区

11
月

1日（火） 牛窓町公民館長浜分館 長浜地区
2日（水） 牛窓町公民館鹿忍分館 鹿忍地区
8日（火） 豊原コミュニティセンター 豊原地区
9日（水） 今城コミュニティセンター 今城地区
11 日（金） 本庄コミュニティセンター 本庄地区
16 日（水） 玉津コミュニティセンター 玉津地区
17 日（木） 笠加コミュニティセンター 笠加地区
18 日（金） 裳掛コミュニティセンター 裳掛地区

▽
会
員
特
典
な
ど

　

左
表
の
と
お
り

会
員
を
募
集

ま
す

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
の
観
覧
優

待
と
最
新
の
情
報
を
お
届
け
す
る

「
オ
リ
ー
ブ
会
」
が
開
館
１
周
年

と
な
る
10
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
加
入

く
だ
さ
い
。

▽
年
間
会
費　

　

・
個
人
（
一
般
）
２
、０
０
０
円

　

・
個
人
（
中
学
生
以
下
）
５
０
０
円

　

・
団
体
１
０
、０
０
０
円

▽
申
込
方
法

①
申
込
書
に
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

　

生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番
号
・

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
電
子
メ
ー
ル
ア

　

ド
レ
ス
（
美
術
館
メ
ー
ル
の
送

　

付
希
望
者
の
み
）
を
記
入
し
、

　
美
術
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
問
い
合
わ
せ

　
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も
申
込
で
き
ま
す
。

②
お
送
り
す
る
会
費
振
込
用
紙
で

　

会
費
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

③
会
費
の
納
金
を
確
認
後
、
会
員

　

証
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
10
月
１
日
以
降
、
美
術
館
受
付

　

で
申
し
込
ん
だ
場
合
、
そ
の
場

　

で
仮
会
員
証
を
発
行
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

個人会員 団体会員
観
覧
優
待

常設展
無料 無料

企画展
特別展 半額 招待券５枚

情
報
提
供

ポスター・チラシ × ○
美術館ニュース ○ ○
美術館メール 登録者のみ 登録者のみ
そ　の　他 美術館講座や企画で優遇あり



cover photograph 

7月 27、28日に千手山弘法寺遍明院（牛窓町千手）で
夏の寺子屋勉強会が行われました。100人を超える市内
外の小学生とジュニアリーダーの中学生らが参加しまし
た。27日は千手山の歴史について学んだ後、市の重要
文化財に指定されている常行堂（表紙写真奥側の建物）
へ参拝し、お堂の近くでの虫取りも行いました。

今
月月
のの表

紙
表
紙

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

　8月 6日、牛窓港周辺（牛窓町牛窓）で花火あ

げ隊による牛窓花火大会が行われ、約２, ０００

発の花火が夜空と水面を彩りました。

　開始約 30 分前に予告の花火が上がると、訪れ

ていた観客は一斉に空を見上げ、開始が待ち遠し

い雰囲気に。露店のテントが数多く立ち並んだ会

場付近は賑わっており、市内外から訪れた観客は、

迫力のある音と美しい光が織りなす夏の風物詩を

楽しんでいました。

　打ち上げが終わると自然と称賛の拍手がわき起

こり、帰路では来年の打ち上げに向けた募金に協

力する姿も多く見られました。

   迫力のある音と美しい光迫力のある音と美しい光

夜空と海面の両方を美しく彩った花火

牛窓花火大会牛窓花火大会

　８月 20、21 日の２日間、中央公民館（邑久町尾張）などで人

形劇の祭典喜之助フェスティバルが開催されました。本市出身の

世界的な糸操り人形師・故竹田喜之助氏を顕彰し、地域おこしに

つなげようと毎年開催されているものです。今回は、喜之助の弟

子・鈴木友子さんやプロ６劇団、アマチュア６劇団、おはなしグ

ループ５団体が熱のこもった演技などを披露しました。

　朝から親子連れが詰め掛け、上演時刻を確認しては、会場を巡

っていました。中央公民館ロビーでは、竹田扇
せんじゅ

壽さんが江戸時代

から伝わる獅子舞を披露し、軽やかに舞う獅子の動きに子どもた

ちの目は釘付けに。

　アマチュア劇団の構成員は、小学生から社会人までさまざま。

それぞれがフェスティバルに向けて、手作りの人形を使い練習を

重ねてきました。昔話に創作を加えて村人に心を開くやまんばを

描いたちょう・かえる一座の「うしかたとやまんば」など、上演

される作品の心温まる物語に観客は魅了されていました。

   人形劇の祭典人形劇の祭典

糸で操るピエロを作ったワークショップ（左）／かわいい獅子舞が頭をガブリ（右）
①くす玉割りなど華々しく行われた開会式／②子どもたちも一緒
に会場を盛り上げた参加型人形劇／③会場は親子連れで満席状態

①

③

②

第23回喜之助フェスティバル瀬戸内

　7月 23 日、子どもたちに年間を通じて四季折々

の体験をしてもらう「わくわくチャレンジ」の一

環として、牛窓町公民館で「四季薫る紙粘土遊び・

地元野菜を使ったムース作り」を行いました。

　参加者は、地元産のカボチャを使ったムースと

トマトを使ったゼリーを協力して作り、冷やし固

めている間に、紙粘土を使って夏を感じさせる金

魚やうちわなどを作りました。

　紙粘土の作品が完成した後は、出来上がったム

ースとゼリーを食べながら、素材の風味や食感に

ついての感想などを話し合い、会話にも花が咲き

ました。

   上手に出来るかな、わくわくチャレンジ上手に出来るかな、わくわくチャレンジ

ゼリーの素材になるトマトの皮むきを手際よく行う参加者たち

紙粘土遊びとムース作り紙粘土遊びとムース作り

　７月 23 日から９月４日まで、備前長船刀剣博

物館で特別展『戦国 BASARA』HERO 武器・武具

列伝を開催しました。市内外から多くの人が来場

し、展示最終日には、入場者数が２万人を超えま

した。夏休み期間を利用した学生、キャラクター

目当ての親子連れなど客層は若い世代が目立って

いました。県外からの来場も多く、反響の大きさ

を物語っていました。

　戦国時代にも使われていた組紐や勝ち袋（匂袋）

を作ったり、刀を分解してその構造を学ぶなどの

体験型イベントも好評で、参加者は刀剣や戦国時

代の文化について理解を深めていました。

    入場者数 2万人超え入場者数 2万人超え 『戦国 BASARA』HERO武器・武具列伝

記念品を受け取る２万人目の来場者
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本
紙
８
月
号
に
掲
載
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
追
跡
シ
リ
ー
ズ
「
雑
色
ビ

ン
」
の
旅
に
続
き
、
今
回
は
「
無

色
・
茶
色
ビ
ン
」
が
ど
の
よ
う
な

流
れ
で
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る

の
か
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
飲
食
料
用
の
ビ
ン
を

「
ビ
ン
類
」
と
し
て
、無
色・茶
色・

雑
色
の
３
種
類
に
分
類
し
て
回
収

し
て
い
ま
す
。

　

雑
色
の
ビ
ン
は
、
細
か
く
砕
い

て
土
や
タ
イ
ル
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

に
混
ぜ
て
再
利
用
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
無
色
と
茶
色
の
ビ

ン
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
無
色
と
茶

色
の
ビ
ン
に
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
無
色
・
茶
色
の
ビ

ン
が
皆
さ
ん
の
手
を
離
れ
、
再
び

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
る
ま
で
の
旅
の
様
子
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。

①
家
庭
か
ら
出
た
飲
食
料
品
用
の

　

ビ
ン
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
を
使

　

用
し
、色
別
に
回
収
さ
れ
ま
す
。

②
回
収
さ
れ
た
ビ
ン
は
、
牛
窓
・

　

邑
久
地
域
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　

か
も
め
へ
、
長
船
地
域
は
長
船

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
集
め
ら

　

れ
ま
す
。集
め
ら
れ
た
ビ
ン
は
、

　

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
引
き
取
ら

　

れ
、
工
場
へ
運
搬
さ
れ
ま
す
。

③
工
場
で
は
、
機
械
で
ビ
ン
を
粉

　

砕
し
、
ラ
ベ
ル
な
ど
の
余
分
な

　

物
を
取
り
除
き
ま
す
。
５
㍉
以

　

下
の
粒
状
に
な
る
ま
で
粉
砕
し

　

ま
す
。
出
来
上
が
っ
た
粒
を
カ

　

レ
ッ
ト
と
い
い
ま
す
。

④
カ
レ
ッ
ト
は
、
ガ
ラ
ス
ビ
ン
製

　

造
工
場
へ
運
ば
れ
ま
す
。
カ
レ

　

ッ
ト
約
90
％
と
そ
の
他
の
原
料 

　
（
け
い
砂
・
ソ
ー
ダ
灰
な
ど
）
を

　

混
ぜ
、
高
温
で
溶
か
し
、
ビ
ン

　

の
形
に
成
型
し
ま
す（
写
真
①・

　

②
）。

⑤
出
来
上
が
っ
た
ビ
ン
は
、
様
々

　

な
検
査
を
受
け
ま
す
。
合
格
し

　

た
も
の
だ
け
が
ビ
ン
詰
め
工
場

　

な
ど
へ
運
ば
れ
、
お
店
に
並
び

　

ま
す
。（
写
真
③
・
④
）。

　

カ
レ
ッ
ト
を
作
る
過
程
で
、
耐

熱
ガ
ラ
ス
や
陶
磁
器
な
ど
が
混
ざ

る
と
、
新
し
く
作
ら
れ
る
ビ
ン
の

品
質
や
強
度
に
大
き
く
影
響
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

回
収
し
た
ビ
ン
を
効
率
的
に
再

利
用
す
る
た
め
、
家
庭
か
ら
出
す

際
に
は
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

【
ビ
ン
を
出
す
と
き
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

・
飲
食
料
用
の
ビ
ン
以
外
の
も
の

　

を
混
ぜ
な
い
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
臓
ま
ひ
を
起

こ
し
て
倒
れ
た
人
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
て
救
命
す
る
た
め
の
器

械
で
す
。
倒
れ
た
人
の
胸
に
電
極

を
貼
る
と
、
内
蔵
し
て
い
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
自
動
的
に
心
電
図

を
解
析
し
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
指

示
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
ま
で

の
時
間
が
１
分
遅
れ
る
ご
と
に
救

命
率
は
ど
ん
ど
ん
低
下
し
て
い
き

ま
す
。

　

現
在
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
学
校
や
駅
な

ど
の
公
共
の
施
設
で
も
設
置
が
進

ごみ減量速報

地域 23年 6～ 8月 22 年 6～ 8月 達成度
牛窓 825 791 ×

邑久 832 804 ×

長船 700 674 ×

　11月から古紙の定期回収が始まります。
毎月１回、皆さんが普段使っているごみス
テーションで古紙を回収します。
　回収品目は、新聞紙、段ボール、紙パッ
ク（牛乳パックなど）、雑誌・ざつ紙の４
品目です。
　定期回収開始に先立ち、市内各地で説明
会を開催します。
　説明会の日程、会場などは、今月発行の
ごみダイエット通信に掲載しています。本
紙に折り込みの緑色のチラシをぜひご覧く
ださい。また、各地区の回収日や、品目ご
との出し方についても掲載しています。
　回収へのご協力をお願いします。

リ
サ
イ
ク
ル
追
跡
シ
リ
ー
ズ
第
二
弾
！

「
無
色
・
茶
色
ビ
ン
」
の
旅

※数値は、１人１日あたりのごみ排出量の３
　カ月平均値です。
※達成度は、減量率 5％以上を◎、０～ 5％　
     を○、減量できなかった場合を×で表して  
     います。

単位：グラム

　

・
キ
ャ
ッ
プ
類
を
外
す
。

　

・
中
を
さ
っ
と
洗
う
。

　

・
色
ご
と
の
分
別
を
す
る
。

※
ラ
ベ
ル
は
③
の
過
程
で
取
り
除

く
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
無
理
に

は
が
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

①運搬されるカレット／②成形されるビン

①

③

④

　

心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
の

治
療
は
１
分
１
秒
を
争
い
ま
す
。

し
か
し
、
１
１
９
番
通
報
を
し
て

か
ら
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に

は
、
全
国
平
均
で
６
分
以
上
の
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
も
し
救
急
車

が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
何
も
応

急
手
当
て
を
施
さ
ず
に
待
っ
て
い

た
ら
、
傷
病
者
を
救
命
す
る
チ
ャ

ン
ス
は
ど
ん
ど
ん
遠
ざ
か
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
傷
病
者
の
付
近
に

居
合
わ
せ
た
人
が
心
肺
蘇
生
法

や
、
Ａエ

ー
イ
ー
デ
ィ
ー

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
用
い
た
電
気
シ
ョ
ッ
ク

な
ど
の
速
や
か
な
応
急
手
当
て

を
施
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か

で
、
救
命
率
に
差
が
出
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。

③人の目で検査し選別／④出来上がったビン

②

ん
で
い
ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
使
え
る
か
ど
う
か
不
安
に

思
っ
て
い
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

普
通
救
命
講
習
と
は
、
家
庭
や

職
場
な
ど
、
あ
な
た
の
身
の
ま
わ

り
で
突
然
の
病
人
や
け
が
人
が
発

生
し
た
際
に
、
応
急
手
当
て
が
素

早
く
出
来
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

実
技
講
習
会
で
す
。

　

大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
、

あ
な
た
も
普
通
救
命
講
習
を
受
講

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

講
習
で
学
ぶ
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
講
義
】

　

・
応
急
手
当
て
の
必
要
性
に
つ
い
て

【
実
技
】

　

・
基
本
的
心
肺
蘇
生
法
（
胸
骨

　

圧
迫
と
人
工
呼
吸
）

　

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法

　

・
異
物
除
去
法

　

・
大
出
血
時
の
止
血
法

　

普
通
救
命
講
習
は
、
傷
病
者
の

社
会
復
帰
率
向
上
に
役
立
つ
３
時

間
の
講
習
で
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
団
体
や
市
内
の

事
業
所
な
ど
か
ら
依
頼
が
あ
れ

ば
、
消
防
本
部
に
お
い
て
講
習
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
集
会
所
な
ど
に

指
導
者
を
派
遣
し
て
講
習
を
行
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

以
前
に
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る

人
も
、
技
術
の
維
持
の
た
め
に
、

受
講
後
３
年
以
内
に
再
講
習
を
受

講
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
　

　
消
防
本
部
警
防
課

 

増
え
て
い
ま
す

 

高
齢
者
の
交
通
事
故

　

近
年
、
全
国
的
に
み
る
と
、
交

通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
減
少
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
の
高

齢
化
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

８
月
31
日
現
在
、
県
内
の
交
通

事
故
死
者
は
、
70
人
で
、
そ
の
う

ち
高
齢
者
が
33
人
と
、
全
体
の

47
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

外
出
す
る
際
に
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
交
通
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
中
の
注
意
点

　

・
早
朝
、
夕
方
、
夜
間
の
外
出
を

　

控
え
る
。

　

・
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
に
は
、

　

夜
光
反
射
材
を
体
の
前
後
、
左

　

右
、
靴
の
か
か
と
な
ど
、
車
両

　

か
ら
見
え
る
場
所
に
付
け
る
。

　

・
必
ず
信
号
の
あ
る
交
差
点
や
横

　

断
歩
道
を
渡
る
。

　

・
視
野
の
確
保
の
た
め
、
目
線
を

　

下
げ
ず
、
周
囲
の
状
況
を
よ
く

　

確
認
す
る
。

車
両
運
転
中
の
注
意
点

　

・
歩
行
者
や
自
転
車
を
見
落
と
さ

　

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

・
交
差
点
で
は
安
全
確
認
を
徹
底

　

し
、
徐
行
運
転
を
行
う
。

・
体
調
が
悪
い
と
き
や
夜
間
、
雨

　

天
時
は
運
転
を
控
え
る
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

　
瀬
戸
内
警
察
署

消消
防防
本
部部
かか
ら
のの
おお
知
らら
せせ

普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
よ
うう

ＡＥＤを使用した実技講習

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



　

近
年
、
こ
こ
ろ
の
病
気
に
な
る

人
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
厚
生
労

働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
精
神
疾

患
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
る

人
の
数
は
、
全
国
で
３
０
０
万
人

以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
病
気
と
い
え
ば
、
う

つ
病
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
他

に
も
統
合
失
調
症
や
パ
ニ
ッ
ク
障

害
、
躁
う
つ
病
、
強
迫
性
障
害
、

薬
物
依
存
症
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

病
気
が
あ
り
、
症
状
も
個
人
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
誰
も
が
か
か
る
可

能
性
が
あ
り
、
特
別
な
病
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
ろ
の
病
気
を

抱
え
る
人
々
が
地
域
で
共
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人

一
人
が
、
自
分
に
も
関
係
の
あ
る

問
題
と
し
て
、
こ
こ
ろ
の
病
気
に

つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

早
め
の
対
応
が
大
切

　

ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
、
気
持
ち

が
落
ち
こ
ん
だ
り
、
イ
ラ
イ
ラ
す

る
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
る
こ
と
で

す
。
つ
ら
い
と
き
や
、
体
調
が

す
ぐ
れ
な
い
と
き
に
は
、
眠
れ
な

か
っ
た
り
、
食
欲
が
な
く
な
る
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た

症
状
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ

こ
ろ
の
病
気
と
は
必
ず
し
も
言
え

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
特
に
理
由
も

な
い
の
に
気
持
ち
が
不
安
定
に
な

る
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
不
調
が
長
く

続
く
場
合
は
、
専
門
機
関
に
相
談

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
病
気
も
か
ら
だ
の
病

気
と
同
じ
よ
う
に
、
早
い
時
期
に

適
切
な
治
療
や
社
会
的
な
支
援
を

受
け
た
場
合
ほ
ど
、
回
復
し
や
す

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ろ
の
病
気
は
、
長
い
時
間

を
掛
け
て
付
き
合
っ
て
い
く
も
の

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
適
切
な
治
療

を
続
け
る
こ
と
で
、
症
状
を
上
手

に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
生
活

で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

自
分
で
は
症
状
に
気
づ
き
に
く

い
こ
と
も
こ
こ
ろ
の
病
気
の
特
徴

の
一
つ
で
す
。皆
さ
ん
の
周
囲
に
、

以
前
と
比
べ
て
様
子
が
気
に
な
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

も
し
も
、
気
に
な
る
症
状
が
長

一般的には、鶏
けいがん

眼は「うおの
め」、胼

べ ん ち

胝は「たこ」と呼ば
れています。圧迫・摩擦など
の機械的刺激が皮膚に加わる
ことにより生じる限局性の角
質増殖です。鶏眼は、増殖が

奥に向かい円錐型となり、深部に骨が存在します。痛
みが強いですが、円錐型に切り取ることにより劇的に
軽快します。足底疣

ゆうぜい

贅（いぼ）との鑑別が必要です。
胼胝は、角質増殖が扁平に上方に向かいます。こちら
も削れば直ちに症状が軽快します。どちらも簡単な処
置ですが、皮膚を必要以上に傷つけないためにも受診
をお勧めします。（外科医　三浦謙造）
■問い合わせ先　瀬戸内市民病院

鶏眼と胼胝

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

　鶏眼

トマトは本来夏が旬ですが、
ハウス栽培により年中採れる
ようになりました。ミニトマ
トは県内で瀬戸内市が有数の
産地です。生で食べるのがお
いしいですが、加熱しても抗
酸化作用のあるリコピンは壊
れないので、色々な料理に利
用してみてください。炒めた
トマトに卵を流してスクラン
ブルエッグにしてもおいしい
のでやってみてください。

　三宅幸子さん（ＪＡ岡山女性部せとうち支部）です

トマトには、グルタミン酸といううま味成分が豊富
に含まれていて、日本食の昆布だしのような役割を
持っています。このうま味成分は加熱して凝縮され
るとさらにうま味を感じやすくなるので、炒め物や
スープなどに利用するとおいしさが増します。
また、トマトの酸味には、クエン酸やリンゴ酸など
があり、肉料理や魚料理のにおいを消して、野菜の
味を引き立てる効果があります。
トマトを買うときには、全体に赤くはりとつやがあ
り、へたがぴんとしていて、切り口が緑色でみずみ
ずしいものを選びましょう。

◆材料（５人分）
●トマト（300g）　　　   ●米（3合）
●水（450cc）　 　　　　　●タマネギ（1/2 個）
●スライスハム（50g）　 ●卵（４個）
●砂糖・塩（適量）
Ａ
●固形スープの素（1個）●ケチャップ（大さじ 1）
●塩（少々）

◆作り方
①米は洗ってザルにあげる。タマネギはみじん切
　り、ハムは１㎝角に切る。トマトは洗ってへた
　をとる。
②炊飯器に①と水、調味料Ａを入れて軽く混ぜて
　炊く。炊き上がったらトマトの皮を取り除き、
　トマトをくずしながら全体をさっくりと混ぜ、
　器に盛る。
③卵に砂糖と塩を混ぜて薄焼き卵にする。ごはん
　の上にのせ、好みでケチャップをかける。

く
続
い
た
り
、
生
活
面
で
支
障
が

出
て
き
て
い
る
人
が
身
近
に
い
る

場
合
に
は
、
専
門
機
関
に
相
談
す

る
よ
う
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
で
抱
え
ず
相
談
を

　

こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
相
談

で
き
る
身
近
な
機
関
と
し
て
、
市

役
所
や
保
健
所
が
あ
り
ま
す
。
市

と
岡
山
県
備
前
保
健
所
で
は
、
電

話
や
面
談
に
よ
る
相
談
、
保
健
師

に
よ
る
家
庭
訪
問
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
者
の
状
況
を
詳

し
く
聞
い
て
、
そ
の
人
に
合
っ
た

相
談
機
関
や
、
利
用
で
き
る
支
援

制
度
な
ど
を
紹
介
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
専
門
家
に
よ

る
個
別
相
談
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
市
や
保
健
所
の
実
施
し
て
い

る
各
種
相
談
の
日
程
や
会
場
は
、

本
紙
く
ら
し
の
情
報
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
一
人
で
、
ま
た
は
家

族
だ
け
で
悩
み
を
抱
え
ず
に
、
ぜ

ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
相
談
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

岡
山
県
備
前
保
健
所
保
健
課

　

☎
０
８
６-

２
７
２-

３
９
３
４

健
康
ラ
イ
フ

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋



木造千手観音立像部分

巻
の
八
十
一

　

瀬
戸
内
市
に
は
古
く
か
ら
継
承

さ
れ
て
き
た
歴
史
遺
産
や
伝
統
文

化
が
数
多
く
あ
り
、
国
、
県
、
市

は
文
化
財
に
指
定
す
る
こ
と
で
、

保
護
・
保
存
・
伝
承
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

　

６
月
27
日
、
大お

お
が
し
ま
じ

賀
島
寺
（
邑
久

町
豊
原
）
の
千
手
観
音
立
像
が
、

平
安
時
代
初
期
の
彫
像
の
優
品
と

し
て
わ
が
国
の
文
化
史
上
貴
重
な

も
の
と
認
め
ら
れ
、
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
指
定
に
よ
り
、
瀬
戸
内
市

内
の
国
指
定
重
要
文
化
財
は
彫
刻

が
１
件
増
え
て
５
件
に
な
り
、
総

数
は
19
件
に
な
り
ま
し
た
。

大
賀
島
寺

　

大
賀
島
寺
は
、
大だ

い
ゆ
う
ざ
ん

雄
山
山
頂
に

あ
る
天
台
宗
の
寺
で
奈
良
時
代
に

創
建
さ
れ
、
備
前
国
津
高
郡
波
河

（
現
在
の
岡
山
市
北
区
芳
賀
）
で

生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
僧
侶
・
報ほ

う
お
ん恩

大
師
の
開
い
た
備
前
四
十
八
カ
寺

の
一
つ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
堂
は
、元げ

ん
き亀
元
年（
１
５
７
０
）

に
炎
上
し
、慶
長
元
年（
１
５
９
６
）

に
復
興
、
現
在
の
建
物
は
安
永
10

年
（
１
７
８
１
）
に
再
建
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

宇
喜
多
家
の
系
図
に
は
忠
家
の

子
感か

ん
の
う
い
ん

応
院
が
大
賀
島
寺
の
住
職
に

な
っ
た
と
あ
り
、
宇
喜
多
家
の
本

拠
地
長
沼
郷
に
近
い
こ
と
か
ら
菩

提
寺
と
し
て
尊
崇
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、宇
喜
多
家
没
落
の
後
、

一
時
は
衰
退
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
堂
の
外
観
は
、
寺
院
本
堂
と

し
て
は
一
般
的
な
入
母
屋
造
、
本

瓦
葺
で
す
。
正
面
柱
の
間
隔
は
、

中
央
の
柱
間
を
広
く
取
り
、
そ
の

外
側
の
柱
間
を
し
だ
い
に
狭
く
す

る
特
別
な
技
法
が
使
わ
れ
、
雄
大

さ
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

千
手
観
音
立
像

　

千
手
観
音
立
像
は
、
大
賀
島
寺

の
本
尊
と
し
て
本
堂
須し

ゅ
み
だ
ん

弥
檀
上
の

造
り
付
け
厨
子
内
に
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

髪
や
脇
手
の
ほ
と
ん
ど
を
含

め
、
全
体
が
榧か

や

と
見
ら
れ
る
針

葉
樹
一
木
で
作
ら
れ
た
像
で
、

髻け
い
ち
ょ
う頂
か
ら
台
座
ま
で
の
像
高
は

１
２
２・７
㌢
で
す
。

　

本
像
に
は
平
安
時
代
初
期
の
作

例
に
特
徴
的
な
形
式
や
表
現
が
集

約
的
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
姿
は
さ
ま
ざ
ま
な
点
で
特
色

に
富
ん
で
い
ま
す
。

　

腰
を
ひ
ね
り
、
片
膝
を
ゆ
る
め

て
、
か
か
と
を
浮
か
せ
今
に
も
動

き
出
そ
う
と
す
る
姿
の
千
手
観
音

像
は
、
他
に
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

着
衣
に
つ
い
て
は
、
背
面
で

条じ
ょ
う
は
く帛
と
天
衣
が
た
す
き
が
け
状
に

交
差
し
て
お
り
、
同
様
の
作
例
は

８
世
紀
末
か
ら
９
世
紀
に
見
ら
れ

ま
す
。
特
徴
的
な
の
は
体
正
面
を

斜
め
に
わ
た
る
条
帛
で
、
膝
に
ま

で
及
ん
で
い
ま
す
。
平
安
時
代
初

期
に
腰
ま
で
下
が
る
作
例
が
あ
り

ま
す
が
、
膝
ま
で
及
ぶ
も
の
は
他

に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

彫
り
口
は
大
胆
で
力
強
く
、
着

衣
の
凹
部
を
深
く
え
ぐ
り
、
ふ
ち

や
凸
部
を
鋭
く
立
上
が
ら
せ
、
動

き
や
体
の
起
伏
に
応
じ
た
ひ
だ
を

刻
み
、
随
所
に
ふ
ち
の
う
ね
り
や

交
錯
す
る
さ
ま
が
克
明
に
表
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
像
は
、
33
年
毎
に
開
帳
さ

れ
る
秘
仏
と
し
て
伝
え
ら
れ
ま

す
。
次
回
の
開
帳
は
平
成
30
年

（
２
０
１
８
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今月の月末図書整理日 （お休み） は、

　　10月 28 日（金）です。

■貸し出し ・ 問い合わせ先

　瀬戸内市立図書館　☎０８６９ - ２２ - ３７６１

　長船町公民館図書室　☎０８６９ - ２６ - ２５０１

　牛窓町公民館図書室　☎０８６９ - ３４ - ５６６３

　ＨＰ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/

BooKs

館
講
座「
市
民
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
、

市
の
各
種
制
度
、
時
事
問
題
、
文

化
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
市
の
文
化
財

で
す
。
現
在
の
瀬
戸
内
市
か
ら
備

前
市
に
か
け
て
広
が
っ
て
い
た
邑

久
古
窯
跡
群
は
、
古
墳
時
代
後
半

に
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
え
ら
れ
、
備

前
焼
の
起
源
と
な
っ
た
須
恵
器
の

一
大
生
産
地
で
し
た
。
そ
の
中
心

と
な
っ
て
い
た
寒
風
古
窯
跡
群
に

つ
い
て
、
発
掘
調
査
時
の
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
た
解
説
と
窯
跡
の
見
学

を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
５
日
（
水
）
午
前

　

10
時
〜
午
前
11
時
30
分

▽
集
合
場
所　

寒
風
陶
芸
会
館

▽
講
師　

社
会
教
育
課
職
員

▽
参
加
費　
３
０
０
円（
年
間
登
録
料
）

▽
申
込
期
限

　
10
月
４
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
中
央
公
民
館

今
な
お
愛
さ
れ
続
け
る
、
池
波
正
太
郎
が
描
く
世
界
。

「
鬼
平
犯
科
帳
」「
剣
客
商
売
」「
仕
掛
人
・
藤
枝
梅
安
」

な
ど
の
舞
台
に
な
っ
た
地
の
、
今
と
昔
に
思
い
を
は

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

パ
ー
ト
１
で
は
、
上
野
、
浅
草

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

池
波
正
太
郎
が
愛
し
た
江
戸
を
ゆ
く
　

パ
ー
ト
１
（
城
東
・
下
町
篇
）　

　
鶴
松
房
治
…
案
内
人

１０８ぴきめのひつじ
　いまいあやの　え・ぶん

眠れなくなってしまった「メイ」という女の子の
おはなし。眠ろうと羊を数えても眠れません。そ
して１０８匹目の羊を数えようとしたときに事件
が！やさしい色づかいの絵本で、お休み前の読み
聞かせにもお勧めです。

　

市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
砥
石
城
跡（
邑
久
町
豊
原
）

は
、
宇
喜
多
氏
ゆ
か
り
の
山
城
跡

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
公
民
館
で
行
わ
れ
る
瀬

戸
内
市
文
化
祭
の
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
柴
田
一は

じ
め

氏
を
講
師
に
迎

え
、
宇
喜
多
秀
家
に
つ
い
て
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
八
丈
島
へ
配
流
さ

れ
た
後
の
話
な
ど
を
盛
り
込
み
な

が
ら
、
秀
家
の
人
間
像
に
焦
点
を

あ
て
そ
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

　

ま
た
講
演
の
他
に
、
詩
吟
に
合

わ
せ
て
刀
を
抜
い
て
舞
う
剣け

ん
し
ぶ

詩
舞

も
披
露
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
22
日
（
土
）
午
前

　

10
時
〜
午
前
11
時
45
分

▽
会
場　

中
央
公
民
館

▽
講
師　

柴
田
一
氏
（
財
団
法
人

　
岡
山
県
郷
土
文
化
財
団
理
事
長
）

▽
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
中
央
公
民
館

 

史
跡
に
ふ
れ
歴
史
を
学
ぶ

 

市
民
セ
ミ
ナ
ー

　

本
年
度
新
し
く
開
講
し
た
公
民

瀬
戸
内
市
文
化
祭
講
演
会

「
宇
喜
多
秀
家
と
八
丈
島
」

大賀島寺本堂

宇喜多秀家ってどんな人？
　宇喜多秀家（1573 ～ 1655）は、
備前国岡山城主の宇喜多直家の次
男として生まれ、父の病没により
９歳で家督を相続しました。
　羽柴秀吉（豊臣秀吉）に気に入
られ、養子扱いの厚遇を受けまし
た。秀吉の天下取りの戦いに積極
的に参戦し、数々の戦功を挙げ、
豊臣政権の最高機関である五大老
に任じられました。
　秀吉没後の関ヶ原の戦いでは
西軍の主力と
なって奮戦し
ましたが、敗
走し、八丈島
へ配流されま
した。約 50年
後、83 歳で没
しました。

砥石城跡

ま
な
び
の
部
屋

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

健
康
ラ
イ
フ



■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

 

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
テ
ー
マ
展

 

錵
（
に
え
）
×
匂
（
に
お
い
）

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

テ
ー
マ
展「
錵（
に
え
）×
匂（
に

お
い
）
〜
日
本
刀
の
素
敵
な
と
こ

ろ
〜
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
刀
の
最
大
の
魅
力
は
刃
文

や
地
鉄
の
輝
き
で
す
。
日
本
刀
の

鋼
の
中
に
は
さ
ん
ぜ
ん
と
輝
く
結

晶
が
あ
り
、
古
来
よ
り
、
そ
の

粒
子
の
大
き
い
も
の
は
錵に

え

（
沸
）、

小
さ
い
も
の
は
匂に

お
い

と
い
う
名
で
表

現
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
展
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
長
を
持
つ
刀
を
比
較
し

て
鑑
賞
で
き
ま
す
。

▽
期
間　

10
月
30
日
（
日
）
ま
で

※
休
館
日
は
、
祝
日
を
除
く
毎
週

　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
入
館
料　
大
人
５
０
０（
４
０
０
）

　
円
、高･

大
学
生
３
０
０（
２
５
０
）

　
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料

　

金
で
す
。

【
関
連
行
事
】　

　

①
公
開
古
式
鍛
錬

　

古
式
に
よ
る
日
本
刀
鍛
錬
風
景

を
公
開
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
９
日
（
日
）
午
前

　

11
時
〜
・
午
後
２
時
〜
（
各
１

　

時
間
）

▽
観
覧
料　
無
料（
入
館
料
は
必
要
）

②
日
本
刀
手
入
れ
講
習
会

　

日
本
刀
の
手
入
れ
の
方
法
を
体

　

〜
６
日
（
日
）

▽
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
６
日
は
午
後
４
時
ま
で

▽
場
所　

寒
風
陶
芸
会
館
（
牛
窓

　

町
長
浜
５
０
９
２
番
地
）

【
陶
芸
】

　

・「
時
を
超
え
て
咲
く
、
陶
と
花
」

　

寒
風
陶
芸
の
里
の
作
家
16
人
の

焼
き
物
と
花
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

・
焼
き
物
即
売
会

　

作
家
の
作
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　

東
日
本
大
震
災
被
災
者
を
支
援

す
る
た
め
、
作
家
の
作
品
を
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
方
式
な
ど
で
販
売
し
ま
す
。

　

・
や
き
も
の
バ
ザ
ー
ル　

　

家
庭
か
ら
寄
付
を
受
け
た
食
器

を
販
売
し
、
収
益
金
は
被
災
地
に

寄
付
し
ま
す
。

　

・
来
年
の
干
支
「
龍
」
の
絵
皿
づ

　

く
り
（
絵
付
け
体
験
）

くらしの情報

に
よ
る
合
唱
や
扇
の
舞
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
を
行
い
、
２
日
目
に

は
朝
鮮
通
信
使
行
列
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
会
場
近
く
で
は
、
12
日
の

夕
方
に
バ
ン
ド
演
奏
や
牛
窓
宿
泊

者
を
対
象
と
し
た
ヨ
ッ
ト
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
朝
鮮
通
信

使
行
列
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
ス
テ
ー
ジ
発
表
】

▽
日
時　

11
月
12
日
（
土
）

　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
20
分

▽
内
容　
唐
子
踊
、
小
学
生
に
よ
る

　

合
唱
・
打
楽
器
演
奏
（
サ
ム
ヌ
ノ

　

リ
）・
扇
の
舞
（
プ
チ
ュ
チ
ェ
ム
）・

　

糸
あ
や
つ
り
人
形
劇

▽
場
所　

牛
窓
町
公
民
館

【
朝
鮮
通
信
使
行
列
】

▽
日
時　

11
月
13
日
（
日
）

　

午
前
９
時
（
受
付
）
〜
正
午

※
郷
土
料
理
「
水か

こ夫
の
じ
ゃ
ぶ

　

じ
ゃ
ぶ
」
付
き

▽
場
所　

牛
窓
町
公
民
館
集
合
出

　

発
〜
本
蓮
寺

▽
募
集
期
限　

10
月
31
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

瀬
戸
内
市
牛
窓
国
際
フ
ェ
ス
タ

　

実
行
委
員
会
事
務
局　

岡
さ
ん

　

☎
０
９
０-

３
０
５
５-

５
１
０
８

 

開
催
し
ま
す

 

牛
窓
オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭　

　

牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園
を
会
場
に
第

18
回
牛
窓
オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭
を
開

催
し
ま
す
。

　

当
日
は
恒
例
と
な
っ
て
い
る
オ

リ
ー
ブ
の
収
穫
体
験
や
搾
油
実

演
、
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
な
ど
年
に

一
度
し
か
公
開
し
て
い
な
い
貴
重

な
体
験
が
で
き
る
ほ
か
、
大
鍋
で

豪
快
に
調
理
し
た
パ
エ
リ
ア
を
無

料
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
整
備
し
た
山
頂
芝

生
広
場
や
三
美
神
広
場
（
ロ
ー
マ

の
丘
）
で
は
、
地
域
の
有
志
に
よ

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

10
月
９
日
（
日
）　

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
会
費　
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-
８
５
０
２

 

絵
画
展
を
開
催

 

第
６
回
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
邑
久
で

は
、
市
内
の
保
育
園
児
か
ら
小
学

６
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
、「
地

球
を
き
れ
い
に
花
と
緑
の
美
し
い

町
に
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
絵

画
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
応
募
作
品
を
次
の

と
お
り
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

　

10
月
４
日
（
火
）
〜
11
日
（
火
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
10
日
（
月
）
は
休
館

▽
場
所　

中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
邑
久

　

横
山
さ
ん

　

☎
０
９
０-

２
２
９
７-

４
７
１
７

る
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
オ
リ
ー
ブ
油

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
の
提

供
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
っ
た

セ
ル
フ
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
教

室
、
苗
木
の
即
売
会
な
ど
の
催
し

を
行
い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

収
穫
祭
当
日
は
オ
リ
ー
ブ
園
近

隣
の
車
両
進
入
を
規
制
し
ま
す
。

出
島
公
園
（
牛
窓
東
小
学
校
前
）

の
臨
時
駐
車
場
か
ら
の
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

10
月
22
日
（
土
）
午
前

　

10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

牛
窓
オ
リ
ー
ブ
園

▽
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

オ
リ
ー
ブ
収
穫
祭
実
行
委
員
会

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

９
１
１
１

 

市
民
大
学
講
座
で
学
び
ま
せ
ん
か

 

せ
と
う
ち
村
塾

　

せ
と
う
ち
村
塾
の
市
民
大
学
講

座
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

岡
山
大
学
医
学
部
客
員
准
教
授

の
安
治
敏
樹
氏
を
招
き
、「
読
む

ワ
ク
チ
ン
…
健
康
な
生
活
と
免

疫
」と
題
し
て
講
義
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
わ
た
し
た
ち
と
一
緒

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
２
日
（
日
）

　

午
後
１
〜
３
時

▽
受
講
料　
無
料（
入
館
料
は
必
要
）

③
小
刀
製
作
講
座

　

刀
匠
の
指
導
に
よ
り
玉
鋼
を
材

料
に
し
た
小
刀
を
製
作
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
１
日
（
土
）、
15
日

　
（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
受
講
料　

１
２
、０
０
０
円（
材

　

料
費
・
入
館
料
を
含
む
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７ 

 

ご
来
場
く
だ
さ
い

 

寒
風
陶
芸
ま
つ
り

　

寒
風
陶
芸
会
館
で
は
、
秋
の
陶

芸
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

焼
き
物
と
花
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
展
示
を
行
う
ほ
か
、
土
ひ

ね
り
や
絵
付
け
体
験
な
ど
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
企
画
と
し
て
、
森

陶
岳
氏
の
巨
大
窯（
総
延
長
85
㍍
）

の
見
学
会
も
開
催
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▽
期
間　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）

 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
企
画
展

 

松
下
淳
子
回
顧
展　

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
で
は
、「
松

下
淳
子
回
顧
展-

祈
り-

」
を
開

催
し
ま
す
。

　

世
代
を
つ
な
ぐ
生
命
へ
の
祈
り

を
テ
ー
マ
に
描
き
続
け
た
日
本
画

家
の
故・松
下
淳
子
。
本
展
で
は
、

院
展
や
県
展
の
入
選
作
を
中
心

に
、
初
期
か
ら
最
晩
年
ま
で
の
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
期
間　

10
月
20
日
（
木
）
〜
11

　
月
27
日
（
日
）

※
休
館
日
は
、
祝
日
を
除
く
毎
週

　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
観
覧
料　

一
般
４
０
０
円
、
団

　

体
（
20
人
以
上
）
お
よ
び
65
歳

　

以
上
３
０
０
円
、　

中
学
生
以

　

下
無
料

　

・
作
家
の
杉
田
純
氏
に
よ
る
ろ
く

　

ろ
実
演

　

・
作
家
の
工
房
公
開

【
特
別
企
画
】

　

・
森
陶
岳
氏
の
「
寒
風
新
大
窯
」

　

見
学
会
（
４
、５
日
）

　

両
日
と
も
午
前
９
時
30
分
〜
と

午
後
１
時
〜
の
２
回
。
各
回
定
員

30
人
（
先
着
順
、
要
申
込
）。

【
食
】

　

・
カ
フ
ェ
（
３
、４
日
の
み
）

　

・
抹
茶
席
（
５
、６
日
の
み
）

　

・
寒
風
市
場
（
地
元
の
農
家
で
収

　

穫
し
た
新
鮮
な
野
菜
や
花
、
竹

　

炭
の
販
売
）

　

・
食
品
販
売
（
水か

こ夫
の
じ
ゃ
ぶ
じ

　

ゃ
ぶ
、
山
菜
お
こ
わ
、
や
き
そ

　

ば
、手
作
り
パ
ン
な
ど
の
販
売
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

寒
風
陶
芸
会
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
８
０

 

参
加
者
募
集

 

瀬
戸
内
牛
窓
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ

　

瀬
戸
内
牛
窓
国
際
交
流
フ
ェ

ス
タ
を
11
月
12
日
、
13
日
の
２
日

間
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
１
日

目
に
は
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
唐
子
踊
や
小
学
生

異国情緒あふれる朝鮮通信使行列

博物館テーマ展

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ



くらしの情報

い
ま
す
。

　

開
発
途
上
国
で
自
分
の
持
っ
て

い
る
知
識
や
技
術
を
生
か
し
て
、

人
づ
く
り
、
国
づ
く
り
に
協
力
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
募
集
期
間　

10
月
１
日
（
土
）

　

〜
11
月
７
日
（
月
）

▽
募
集
対
象　

日
本
国
籍
を
持
つ

　

次
の
人

　

・
青
年
海
外
協
力
隊　

20
〜
39
歳

　

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　

40
〜
69
歳

▽
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
書
類

　

を
郵
送
で
提
出

▽
派
遣
期
間　

２
年
間

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国

　

〒
７
３
９-

０
０
４
６

　

広
島
県
東
広
島
市
鏡
山
３-

３-

１

　

☎
０
８
２-

４
２
１-

６
３
１
０

  

高
齢
者
を
対
象
に

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

　

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
事
業

を
10
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
実
施

し
ま
す
。

※
平
成
22
年
度
に
流
行
し
た
「
新

　

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ

　

１
Ｎ
１
）」
は
、
平
成
23
年
３

　

月
31
日
に
通
常
の
季
節
性
イ
ン

　

フ
ル
エ
ン
ザ
と
し
て
取
り
扱
う

　

こ
と
に
な
り
、
そ
の
対
策
も
通

　

常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に

　

移
行
し
て
い
ま
す
。
予
防
接
種

　

の
助
成
対
象
も
変
更
に
な
っ
て
い

　

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

①
満
65
歳
以
上
で
瀬
戸
内
市
に
住

　

民
票
が
あ
る
人

②
満
60
〜
64
歳
の
瀬
戸
内
市
に
住

　

民
票
が
あ
る
人
の
う
ち
、心
臓・

　

じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
自

　

己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が

　

極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障

　

害
を
有
す
る
人
、
お
よ
び
ヒ
ト

　

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免

　

疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と

　

ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害
を

　

有
す
る
人
（
当
疾
患
に
関
す
る

　

障
害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
手

　

帳
１
級
相
当
の
も
の
）

▽
実
施
期
間

　
平
成
23
年
10
月
〜
平
成
24
年
１
月

▽
費
用　
自
己
負
担
２
、０
０
０
円

▽
実
施
医
療
機
関　

市
が
委
託
し

　

た
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま

　

す
。
事
前
に
医
療
機
関
に
問
い

　

合
わ
せ
の
上
、
申
し
込
み
を
し

　

☎
０
８
６-

２
２
５-

４
８
０
０

 
ご
相
談
く
だ
さ
い

 

相
続
・
登
記
・
成
年
後
見
等
相
談

　　

岡
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、
10

月
１
日
の
「
法
の
日
」
に
ち
な
ん

で
、
司
法
書
士
に
よ
る
「
相
続
遺

言
・
登
記
・
成
年
後
見
等
無
料
相

談
会
」
を
行
い
ま
す
。
予
約
は
不

要
で
、
相
談
料
は
無
料
で
す
。

▽
日
時　

10
月
８
日
（
土
）
午
後

　

１
〜
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
司
法
書
士
会

　

お
か
や
ま
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

０
４
７
０

　

て
く
だ
さ
い
。

▽
持
参
す
る
も
の　

健
康
保
険
被

　

保
険
者
証
ま
た
は
医
療
受
給
資

　

格
者
証
（
住
所
の
確
認
の
た
め
）、

　

健
康
手
帳

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

 

岡
山
県
立
美
術
館

 「
皇
帝
の
愛
し
た
ガ
ラ
ス
」
展

　

岡
山
県
立
美
術
館
で
は
「
国
立

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
美
術
館
所
蔵
皇

帝
の
愛
し
た
ガ
ラ
ス
」
展
を
開
催

し
ま
す
。

▽
期
間　

10
月
１
日
（
土
）
〜
11

　
月
６
日
（
日
）

※
休
館
日
は
、
祝
日
を
除
く
毎
週

　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
観
覧
料　

一
般
１
、０
０
０
円
、

　

大
学
生・65
歳
以
上
５
０
０
円
、

　

高
校
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学

　

生
無
料

※
団
体
（
20
人
以
上
）
は
２
割
引

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
立
美
術
館

 

ご
来
場
く
だ
さ
い

 

第
26
回
岡
山
地
区
矯
正
展

　

岡
山
刑
務
所
で
は
、
地
域
社
会

の
人
々
の
矯
正
行
政
や
受
刑
者
の

社
会
復
帰
に
対
す
る
理
解
と
協
力

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
岡

山
地
区
矯
正
展
（
刑
務
所
作
業
製

品
展
示
即
売
会
）を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
刑
務
所
内
の
見
学
や

刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売
、
歌

謡
シ
ョ
ー
、
婦
人
会
に
よ
る
う
ど

ん
や
野
菜
の
販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。　

▽
日
時　

10
月
22
日
（
土
）
午
前

　

９
時
30
分
〜
午
後
４
時
、
23
日

　
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

　

３
時

▽
場
所　

岡
山
刑
務
所
（
岡
山
市

　

北
区
牟
佐
７
６
５
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

岡
山
刑
務
所

　

☎
０
８
６-

２
２
９-

２
５
３
４

 

募
集
し
ま
す

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
を
募
集
し
て

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

瀬
戸
内
フ
ォ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

事
務
局

　

mailspp-jimukyoku@xpost.plala.or.jp

 

就
職
を
支
援
し
ま
す

 

福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア

　

岡
山
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
福
祉
・
介
護
で
の
就
労
を
希

望
す
る
人
を
対
象
に
、
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
と
「
福
祉
の
し
ご
と

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。
事
前

申
込
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
福
祉
の
職
場
へ
の
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
】

▽
日
時　

10
月
27
日
（
木
）

　

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

【
福
祉
の
し
ご
と
フ
ェ
ア
】

▽
日
時　

10
月
27
日
（
木
）

　

午
後
１
〜
４
時

▽
内
容

　

・
総
合
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

福
祉
関
係
の
資
格
の
取
得
方
法

や
悩
み
に
関
す
る
相
談
や
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。

　

・
面
談
コ
ー
ナ
ー

　

採
用
予
定
の
あ
る
法
人
や
事
業

所
の
採
用
担
当
者
と
、
仕
事
内
容

や
雇
用
条
件
な
ど
に
つ
い
て
直
接

面
談
で
き
ま
す
。

▽
場
所　

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

　

セ
ン
タ
ー
（
岡
山
市
北
区
駅
元

　

町
14-

１
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

岡
山
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６-

２
２
６-

３
５
０
７

  

岡
山
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

 

Ｉ　

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ　

お
か
や
ま　

　

岡
山
県
観
光
連
盟
で
は
「
Ｉ　

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ　

お
か
や
ま
」
と
題
し

て
、
岡
山
の
魅
力
あ
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
や
特
産
品
な
ど
、
あ
な
た

の
好
き
な
岡
山
に
関
す
る
情
報
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報

は
、岡
山
県
観
光
総
合
サ
イ
ト「
お

か
や
ま
旅
ネ
ッ
ト
」
に
掲
載
し
、

紹
介
し
ま
す
。

　

一
つ
で
も
多
く
の
「
Ｉ　

Ｌ
ｏ

ｖ
ｅ　

お
か
や
ま
」
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　
「
お
か
や
ま
旅
ネ
ッ
ト
」の「
Ｉ

　

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ　

お
か
や
ま
」
コ
ー

　

ナ
ー
か
ら
直
接
応
募

※
携
帯
サ
イ
ト
か
ら
も
投
稿
で
き

　

ま
す
。

②
応
募
用
紙
に
記
入
し
郵
送

　

応
募
用
紙
は
産
業
振
興
課
、
瀬

戸
内
市
観
光
セ
ン
タ
ー
（
瀬
戸
内

き
ら
り
館
）、
道
の
駅
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
（
社
）
岡
山
県
観
光
連
盟

　

☎
０
８
６-

２
３
３-

１
８
０
２

　

FAX
０
８
６-

２
３
１-

５
３
９
３

　

HP http

：//www.okayama-kanko.jp/ ilove/

▽
応
募
期
間　

９
月
１
日
（
木
）

　

〜
12
月
31
日
（
土
）

▽
内
容

　
「
あ
な
た
の
好
き
な
岡
山
」
と

そ
の
理
由
、
Ｐ
Ｒ
の
ポ
イ
ン
ト

▽
分
野

①
観
光
ス
ポ
ッ
ト
（
自
然
景
観
、

　

観
光
施
設
な
ど
）

②
特
産
品（
食
べ
物
、工
芸
品
な
ど
）

③
歴
史
・
文
化
遺
産
（
建
造
物
、

　

遺
跡
な
ど
）

④
伝
統
行
事
（
お
祭
り
な
ど
）

⑤
そ
の
他
（
①
〜
④
に
該
当
し
な

　

い
も
の
）

▽
応
募
方
法

①
岡
山
県
観
光
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ       

 
参
加
者
募
集

 
カ
メ
ラ
マ
ン
の
た
め
の
学
習
会

　

イ
ベ
ン
ト
を
撮
影
し
た
写
真
に

参
加
者
が
写
り
込
ん
で
し
ま
っ
た

が
、
こ
の
作
品
を
コ
ン
テ
ス
ト
に

出
品
し
て
い
い
の
？　

公
園
の
彫

像
の
前
で
記
念
撮
影
。
こ
れ
は
著

作
権
侵
害
に
な
ら
な
い
の
？

　

瀬
戸
内
市
フ
ォ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
著
作
権
や
肖
像
権
に
つ

い
て
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

興
味
、
関
心
の
あ
る
人
は
、
一

緒
に
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

10
月
15
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
講
師　

小
松
原
貢
氏
（
山
陽
放

　

送
報
道
制
作
局
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　

セ
ン
タ
ー
副
参
事
）

▽
定
員　

60
人
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　

３
０
０
円
（
資
料
代

　

を
含
む
）

▽
申
込
方
法　

Ｅ
メ
ー
ル
で
参
加

　

希
望
者
の
氏
名
お
よ
び
Ｅ
メ
ー

　

ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
く
だ

　

さ
い
。
定
員
を
超
え
、
参
加
で

　

き
な
い
人
に
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

　

連
絡
し
ま
す
。

▽
募
集
締
切　

10
月
５
日
（
水
）

く
ら
し
の
情
報

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

瀬戸内市スポーツ
フェスティバル 2011 を

開催します

　体育の日に、瀬戸内市スポーツフェス
ティバル 2011 を開催します。お誘い合わ
せの上、ぜひご参加ください。

▽開催日　10 月 10 日（月・祝）（小雨決行、
　大雨の場合は屋内のイベントのみ実施）

▽受付時間　午前 10 時～午後２時

▽内容　体験型各種スポーツ、スタンプラ
　リー（賞品あり）、コロッケ・焼きそば
　などの販売、大道芸人によるジャグリン
　グ・バルーンアート、子ども向けのエア
　ー遊具など

▽場所　邑久スポーツ公園・
　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

▽参加費　無料
■問い合わせ先
　瀬戸内市体育協会事務局
　☎０８６９-２２ - ２２１１

けのエア



健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5カ月児） 10 月 18 日（火） 平成23年 5月生

乳児健診
（9・10 カ月児） 10 月 19 日（水） 平成23年    1 月生

1 歳６カ月児健診 10 月 12 日（水） 平成22 年    3 月生
2 歳児健診 10 月 13 日（木） 平成21年 6月生

3 歳児健診 10 月 26 日（水） 平成20年 4月生

子どもの健診

人の動き《平成 23年 9月 1日現在》
人口 ３９，２０３人 （－２１）
男 １８，７０２人  （＋　４）
女 ２０，５０１人 （－２５）
世帯 　１４，６４５世帯 （－１０）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

      　　2011　October
10

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

くらしの情報

①行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
④住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４
⑨乳幼児こころの健康相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑩身体・知的障害専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
⑪思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
⑫わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３
※①～⑫の相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。
○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　【相談員：消費生活相談員、生活環境課職員（予約不要・
　市役所開庁日に相談受付）】
　■問い合わせ先
　　生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

各種相談
9/25 9/26 9/27 9/28 9/29 9/30 1

⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

2
体協　瀬戸内市卓球ミッ
クスダブルス交流大会　
　9：00 ～
　牛窓体育館

3 4
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

5
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

6
⑫わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

7  8
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
体協　市長杯ペタンク大会
　8：30 ～（受付）
　邑久スポーツ公園グラウ
　ンド（駐車場）

9
体協　歩こう会　
　笠岡湾コース
　８：29 邑久駅発赤穂線

10  体育の日
体協　瀬戸内市スポーツ
フェスティバル 10：00 ～
　邑久スポーツ公園一帯

11
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

12
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

13
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

14
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

15
⑪思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

16
体協　瀬戸内市秋季ソフ
トバレーボール大会
　9：00 ～
　牛窓中学校体育館
体協　瀬戸内市秋季ソフ
トボール大会　9：00 ～
　邑久スポーツ公園野球場
　長船スポーツ公園多目的広場
体協　瀬戸内市ダブルス
テニス大会　9：00 ～
　邑久スポーツ公園テニ
　スコート

17  18  
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

19
①③行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
④住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

20  21 22

23
体協　瀬戸内市秋季バレー
ボール大会 　 9：00 ～
　長船スポーツ公園体育館

24 25
⑤育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
⑦こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑩身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

26
②心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

27
⑨乳幼児こころの健康相談
　14：00 ～ 15：00
　ゆめトピア長船
⑫わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

28
③なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

29

30 31 11/1 11/2 11/3 11/4 11/5

生活習慣病教室

▽日時　10 月 20 日（木）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「血液サラサラの話」

▽講師　浅海昇氏（医師）

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）
■問い合わせ・予約先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

介護教室

▽日時・場所
① 10 月 11 日（火）　午前 10 時～午前 11 時 30 分　裳掛コミュニティセンター
② 10 月 11 日（火）　午後１時 30 分～午後３時　中央公民館

▽テーマ　「転倒予防体操」

▽講師　山本早紀氏（淳風会健康管理センター・健康運動指導士）

▽参加費　無料
■問い合わせ先
　邑久在宅介護支援センター　☎０８６９- ２２ - ９５０３

あじさい講座

▽日時　10 月 15 日（土）　午前 10 時～午前 11 時 30 分

▽場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745-1）

▽テーマ　「認知症の理解と予防～みなさん大丈夫ですか？～」

▽講師　楢原伸二氏
　　　　（万成病院リハビリテーション部長　作業療法士）　

▽参加費　無料（事前連絡は不要）
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ - ６３６６

子どもの発達相談

▽日時　11 月２日（水）　
※時間は予約後に決定します。

▽場所　ゆめトピア長船

▽相談員　小児科専門医ほか
■問い合わせ・予約先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

ポリオ予防接種

▽日時　10月６日（木）、11月17日（木）午後１時30分～午後２時

▽場所　ゆめトピア長船

▽対象年齢　生後３カ月～ 90 カ月

▽接種方法　６週間以上あけて２回経口投与

▽料金　無料

▽持ち物　母子健康手帳、予診票（記入したもの）
※発熱や下痢をしているとワクチンの効果が弱まるので、延期
　してください（予診票は会場にもあります）。
■問い合わせ先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

骨骨健康貯筋クラス

▽日時　10 月５日（水）、19 日（水）午前９時 30 分～午前 11 時

▽場所　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

▽内容　椅子を使ったストレッチ、セラバンドを使った運動など

▽参加費　1回 300 円（年間会員は 3,000 円）
■問い合わせ先
　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ - ２２１１

法律相談
　法律的な問題について弁護士と相談ができます。相談を希望
する人は、事前にご予約ください。予約開始日は 10月３日（月）
からで、定員は８人で締め切りとなります。

▽日時　11 月 10 日（木）午前 10 時～午後３時

▽場所　牛窓町公民館

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
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10 月納期の市税・保険料
　市県民税【３期】　国民健康保険税【４期】
　介護保険料【４期】　後期高齢者医療保険料【２期】
※納付期限は 10 月 31 日（月）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。



①１歳のお子さんの写真
　氏名、生年月日、家族（氏名、
続柄：２人まで）からのひとこと
を記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　政策調整課
　☎０８６９- ２２ - １１１３
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp

谷
元
久
美
子
（
牛
窓
町
長
浜
）

豊
田　

瑞
代
（
牛
窓
町
牛
窓
）

那
須　

博
行
（
牛
窓
町
牛
窓
）

野
口　

道
子
（
牛
窓
町
長
浜
）

野
口
弥
生
子
（
牛
窓
町
長
浜
）

福
本
寿
賀
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

舟
積
由
紀
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

益
田　

廣
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

的
場　

松
葉
（
牛
窓
町
長
浜
）

原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

後
藤　

靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

野
口　

慶
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

原
野　

孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

平
野　

五
香
（
牛
窓
町
牛
窓
）

福
本　

曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

藤
井　

留
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

谷
口　

正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

堤　
　

明
子
（
長
船
町
磯
上
）

吉
川　

孝
夫
（
牛
窓
町
牛
窓
）

片
島　

秋
月
（
長
船
町
福
岡
）

片
島
智
恵
子
（
長
船
町
福
岡
）

上
山　

幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

朝
霧　

好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

竹
内　

和
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

▼
生
ご
み
の
天
日
干
し
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
お
約
束
の

食
べ
終
え
た
ス
イ
カ
の
皮
で
。
ま
た
自

分
な
り
に
応
用
を
考
え
て
、
庭
掃
除
で

む
し
っ
た
草
を
天
日
干
し
に
。
朝
の

ご
み
出
し
が
少
し
楽
に
な
り
ま
し
た
。

▼
野
菜
の
く
ず
や
皮
な
ど
は
、
調
理
の

際
に
水
に
濡
ら
さ
な
い
こ
と
も
生
ご
み

の
減
量
に
は
有
効
な
よ
う
で
す
。
ナ
ガ

▼
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
す
ね
。
け
れ
ど
、

運
動
が
苦
手
だ
っ
た
わ
た
し
に
と
っ

て
、ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
思
い
出
す
の
は
、

一
生
懸
命
走
っ
て
も
追
い
抜
か
さ
れ
る

運
動
会
の
リ
レ
ー
。
▼
世
界
陸
上
の
男

子
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
で
、
ジ
ャ
マ
イ
カ

チ
ー
ム
が
世
界
最
高
タ
イ
ム
で
優
勝
し

ま
し
た
。一
度
で
い
い
か
ら
、風
を
切
っ

て
走
っ
て
み
た
い
な
ぁ
。　
　

よ
し
こ

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

　水上交通の華やかなりし昭和 20 ～
30 年代、かつて京橋（岡山市）にあっ
た港を起点に日生港（備前市）に向か
う旅客船の航路がありました。
　白い船体の優美な木造客船は、途中
牛窓や虫明の港も経由して、多くの
人々や物資を乗せて活躍していました。
　画家橘高健三さん（岡山市）は、そんな古き良き時代の「白いヒーロー
たち」の雄姿を水彩画で再現し１冊の本にまとめました。
　水彩画のスケッチ集は、道の駅黒井山グリーンパークゆうゆう交流館
でも販売しています。興味のある人は、お立ち寄りください。
■問い合わせ先
　道の駅黒井山グリーンパークゆうゆう交流館
　☎０８６９-２５ - ０８９１

牛窓でも建造され、大活躍した木造旅客船のスケッチ集
「白いヒーローたち」

　後楽園では、秋の恒例行事「後楽能」を開催します。
　岡山藩主池田綱政も好んだとされる後楽園能舞台での能楽鑑賞です。
　謡
うたい

と囃
は や し

子と舞が編み出す幽玄の世界を、どうぞご堪能ください。
▷日時　11 月３日（木・祝）　正午～午後４時
▷開園時間　午前８時～午後５時（入園は午後４時 45 分まで）　
▷場所　後楽園能舞台
▷内容　観世喜正氏らが「舎

し ゃ り

利」などを上演
▷鑑賞券（入園券付き）　前売 5,000 円　当日 6,000 円
■問い合わせ先
　岡山後楽園
　☎０８６-２７２ - １１４８

能楽に親しんでみませんか
第 41回後楽能

み
ん
な
の
広
場

生
活
と
環
境

安
全
通
信

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

はつ丸（牛窓港）




